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下地補強:St PL-200×300×t2.3  

アルミ型材（R付）

7
5

150×75×150×t8 @1,500

2
0
0

134

焼付塗装

1工区に40カ所、２工区に30カ所、３工区に30カ所とする。■

2-M8ナット 2-M8寸切ボルト
2-M8メカナット

設置位置は、施工図作成前に監理者と協議の上、決定すること。■
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（注  記）

１）防球ネットは、溶接金網4.0φ×50×100 SUS304 酸化皮膜処理(黒色)とする。

３）ボルト・ナット類は、溶融亜鉛メッキ仕上げとする。

２）鋼材類はSTK400及びSS400とし、溶融亜鉛メッキの上粉体塗装仕上げとする。

▼1F

▲設計GL=TP+2.0

A1

L6

４）防球フェンスはD7-2に倣い緩衝材を設置すること。
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参考図
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4F

EVシャフト

A6

EVシャフト 正面断面

EVシャフト

4F4F

スタンド 立面 スタンド 側面

A-A 断面

A

A

3F

流⼊

流出

2F

1F

ピロティ

汚水槽

A6
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部分詳細図（９）
1/10,20,30,50(A1)

1/20,40,60,100(A3)
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